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堂垣外遺跡付近 を地元の人は島崎 という小字名で呼んでいます。この付近一帯は水田地帯が多い

ために,圃場整備事業地区に該当 しました。遺跡本来から考えてみるならば,現状保存が最ものぞ

ましい姿でありますが,世間の動 きからして,そ れは不可能なために,発掘調査 を実施 して,記録

保存 という形 をとって,後世に伝 えることになったわけであります。

この調査は,昭和61年 7月 から昭和61年 8月 にかけて,団長に日本考古学協会会員友野良一氏 を

お願いして実施致 しました。発掘調査 を開始する以前はあまり期待が持てそうな遺跡ではないと考

えておりましたが,発掘調査 に着手 してみると中世に関連 した大事な遺跡であることが半J明 致 しま

した。

調査の成果についてはこの報告書の通 りであります。主なる成果を記 してみると次のようになり

ます。

室町期の住居址 2軒,溝状遺構 1基,掘立柱建物址 1棟,中世初期から近世後期にかけての

陶磁器,古銭。

最後に,こ の調査 にあたり,御協力いただきました地元土地改良区役員の方々,上伊那地方事務

所土地改良課職員一同,長野県教育委員会,地方作業員の方々に対 し厚 く御礼申し上げます。出土

した遺物について鑑定 していただいた瀬戸市歴史民俗資料館長宮石宗広氏に感謝の意 を表 します。

昭 和 62年 3月

伊那市教育委員会

教 育長 宮 人安下



まえがき 堂垣外遺跡の環境

位 置

堂垣外遺跡は,長野県伊那市手良野口大豊 。大和両部落に所在する。遺跡地までの道順は次の二

通りが考えられる。その一つとしては,伊那市街より杖突街道を6 km程東へ行くと,美筒上原区の

集落が密集 している地帯に至る。上原 。上大島両区の境界地付近で杖突街道を左折 し,北へ向うと,

すぐ左側に美筒小学校の白い校舎が見える。この学校の北側には三峰川右岸第 2河岸段丘が東西に

連らなり,見事な段丘地形を展開している。この段丘崖面に造られた道路を登 りつめると,眼前が

大きく開らける。この一帯は通称「六道原」と呼ばれ,伊那市の一大水田地帯の一翼を担っている。

末広区を通り,杖突街道と別れて 2 km程で手良中坪に至る。

中坪の中央部付近に八幡宮があり, ここを左折して西へ l km程行くと手良農協がある。この農協

前の交差点には手良地区内では唯一の信号機が付いている。この交差点を右折して500m程東へ行

くと,「 東松入口」と言う伊那バスの停留所がある。 この停留所の北,東二帯が堂垣外遺跡である。

もう一つの道順は伊那市街地より天竜川を渡り竜東地区を北へ向って進むと,上牧・野底・福島

の集落がある。福島集落の北はずれ地点では瀬沢川が天竜川に流れ込んでいる。瀬沢川を境にして

北が箕輪町卯ノ本,南が福島であり,い わば行政区の境となっているかっこうである。箕輪町卯ノ

本集落の南側を右折して,東へ行くと八ツ手 。下手良に至る。下手良地区は手良の中心地であり,

伊那市役所手良支所 。手良小学校 。手良農協 。手良郵便局・手良診療所 。手良保育所等々各種の公

共施設が棟を並べて建っている。この一角に前述 した信号機のある交差点がある。その後のルー ト

は先に述べた通りである。

地形・地質

堂垣外遺跡はかなり広範囲にわたって指定 されている。今回調査 を実施 した地区は小字名 を「島

崎」 と呼称 している場所であった。

呼んで字の如 く,舌状台地状 に突 き出 した地形 を呈 し,台地上は厚いローム層に覆われていた。

台地崖下は数 mに も及ぶ砂が堆積 して湿地帯を形成 し,砂層の中に多くの埋 れ本の存在が確認 され

た。標高777m～ 780m位 を測る。

周辺遺跡の歴史的環境

手良地区は伊那市の東部地区に属 している。この地区の東側の山脈は高遠町に,北側の山脈 と台

地は箕輪町にそれぞれ接 している。このような地形的位置に臨んでいるために,古 くからの道筋が

尾根沿いに発達 している。



手良地区を代表する大河は棚沢川であり,こ の川に流れ込む小河川が随所にみられ,複雑多岐に

わたる地形景観を呈し,い わば谷間の桃源郷と言わぎるをえない。

手良地区で現在確認されている遺跡は50ヵ 所を越えようとしており,こ れらは次のような地形の

ところに割合に多く分布 している。棚沢川を中心とした河岸段丘面に立地 している遺跡群,山 麓扇

状地の扇頂と扇端に立地 している遺跡群。手良地区内で縄文早期の遺跡として浜弓場遺跡,所洞遺

跡, ワランベ遺跡,松太郎窪遺跡があげられる。

浜弓場遺跡は宅地造成をするとのことで,昭和47年 11月 29日 から12月 19日 にかけて伊那市教育委

員会が中心となって緊急発掘調査を実施 した。調査の結果,縄文早期焼石群 3基 ,縄文中期竪穴住

居址 4軒 ,平安時代竪穴住居址 2軒,中世の土渡 1基であった。土器としては斜縄文,楕円押型文,

山形文と楕円文の組み合わさったもの。田戸下層式,鵜ケ島台系,茅山下層系,茅山上層系,花積

式,関山式,黒浜式,五領ケ台式,下小野式,井戸尻式,加曽利E式 ,土師器,須恵器,灰釉陶器,

内耳土器。

縄文中期の遺跡としては所洞,辻垣外,地神原,宮の平,東松,鳴神,孤垣外,松太郎窪等々が

みられる。野口狐畑地籍から縄文中期の炭化物が水田造成時に発見され,故那須野伍輔氏が採集 し,

保管していた。この発見を動機にして故伊沢幸平氏は栗帯文化圏論を展開した。これは,現在,考

古学界で重要視されている照葉樹林文化論の草分けと言っても過言ではない。

手良野口中組にある野口遺跡は縄文晩期の著明な遺跡の一つであり,そ の名は全国的に知れわた

っている。縄文晩期の火葬人骨が出土 したとのことで,葬制を研究する者にとっては欠かすことの

できぬ遺跡の一つとなっている。南垣外からは平安中期頃の灰釉陶器長頸瓶と人骨の出土が伝承 さ

れている。上伊那図書館南隣りの上伊那郷土館陳列ケースにはこれが展示され,庚申塚出土と記載

されている。この庚申塚から福島の上の段にかけての広大な地域はかっての手良郷の所在地ではな

いかとの説が有力化 しつつある。この郷の存在を実証できる奈良・平安時代の多くの遺物が出土 し
,

そのうちでも特に福島遺跡は注目されている。

昭和52年度に中坪にある砂場遺跡の緊急発掘調査を実施 した。その結果,弥生後期竪穴住居址 2

軒,古墳時代竪穴住居址 2軒,平安時代竪穴住居址 4軒の検出をみた。古墳としては矢塚,山伏塚

の存在は二つとも破壊 されてしまっており,石室に使用された大きな石が散在しているに過 ぎない。

中世の遺跡としては城館跡の存在が知られている。浜弓場遺跡からは中世土壊の検出が報告書に

よって報告されている。昭和60年度に発掘調査を実施 した堤林遺跡からは永楽通宝,中世陶磁器片 ,

島崎遺跡からは中世水溜め遺構,中世陶磁器片の出土がそれぞれあった。水溜め遺構の存在は近 く

に集落存在の可能性を濃厚にするものである。

近世の遺跡として上村遺跡があげられる。昭和54年度に緊急発掘調査を行い,寛永通宝 6枚 ,人

骨,キ セルが出土 した。 6枚の古銭出土は6文銭の風習の一端をうかがい知ることが可能となって

いる。                                   (飯 塚政美)
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2 ヨキ トギ

3 蟹沢桜林

4 ワランベ

5入  林

6大  上

7孤 垣 外

8鳥 ノ 宮

9辻 垣 外

10 矢  塚

11野 口 畑

12 金  山

13竜 の 沢

14 鳴  神

15山 伏 塚

16 丸  山

17 向  田

18堂 垣 外

19 東  松

20 古 ノヽ 幡

21 鍛治垣外

22 中  原

23石 見 堂

24二 十 平

25地 神 原

26小 萩 原

27 大百済毛



凡    例

1。 今回の発掘調査は県営圃場整備事業に伴なう,土地改良事業で,第 2次緊急発掘調査にもとづ

く報告書とする。

2.こ の調査は県営圃場整備事業に伴なう緊急発掘で,事業は上伊那地方事務所の委託により,伊

那市教育委員会が発掘調査団を結成し,発掘調査団に事業を委託 して,実施 した。

3。 本調査は,昭和61年度中に業務を終了する義務があるため報告書は図版を主体とし,文章記述

もできるだけ簡略にし,資料の再検討は後日の機会にゆずることにした。

4。 本文執筆者は次のとおりである。担当した項目の末尾に氏名を記した。

O図版作製者

○遺構および地形 友野 良一 飯塚 政美

○土器拓影    小本曽 清 飯塚 政美

○石器実測図   小木曽 清 飯塚 政美

O陶磁器実測図  小木曽 清 飯塚 政美

○鉄製品実測図  小本曽 清 飯塚 政美

○古銭拓影    小本曽 清 飯塚 政美

O写真撮影

○発掘及び遺構 。遺物  友野 良一 飯塚 政美

5。 本報告書の編集は主として,伊那市教育委員会があった。

6.遺物及び図面類は伊那市考古資料館に保管してある。



発掘調査の経過

発掘調査の経緯

手良地区の土地改良事業は昭和52年度に中坪地区で最初に着手致しました。この事業に伴なって

砂場遺跡の発掘調査を実施致しました。昭和54年度には中坪上村部落の水田一帯が土地改良事業区

内に含まれるとのことで,事業実施前に施工地区内に存在する上村遺跡の緊急発掘調査を行いまし

た。昭和60年度事業地区内は手良八ツ手地区であり,こ の中には堤林 。島崎両遺跡が含まれており,

夏場に発掘調査を実施致しました。

昭和60年度団体営小規模排水対策特別事業を手良野口蟹沢地区で実施致しました。この中には蟹

沢桜林・入林 。ワランベの三遺跡が含まれており,夏場から初冬にかけて発掘調査を実施致しまし

た。

昭和61年 6月 10日  上伊那地方事務所長と伊那市長との間で『埋蔵文化財包蔵地発掘調査委託契

約書』を締結し,契約後,た だちに発掘準備にとりかかった。発掘調査に着手する前に伊那市教育

委員会を中心にして堂垣外遺跡発掘調査会を結成し,こ の中に調査団を含めて業務を遂行すること

とした。

昭和61年 6月 18日  発掘調査通知を提出する。

調査の組織

堂垣外遺跡発掘調査会

調査委員会

委 員 長  宮下 安人 伊那市教育委員会教育長

副 委 員 長  北村  誠 伊那市文化財審議委員会委員長

委   員  山口  豊 伊那市教育委員会委員長

調査事務局  村山 幸義 伊那市教育委員会教育次長

ク    蟹沢 典人    ク    社会教育課長

ク    矢沢  巧    ク     ク  課長補佐

ク    宮原  強    ク     ク  係長

ク    飯塚 政美    ク     ク  主任

″    高本いづみ    ク     ク  主事

発掘調査団

団   長  友野 良一 日本考古学協会会員

副 団 長  根津 清志 長野県考古学会会員

ク    御子柴泰正    ″



調 査 員  飯塚 政美 日本考古学協会会員

ク    小木曽 清 宮田村考古学友の会会長

〔作業員名簿〕

酒井岩夫 三沢 寛 柴 佐一郎 大野田 英 埋橋程三
｀
大野田三千代 酒井とし子 大久保

富美子 白′島桂介 伊藤 勝 蟹沢治江 伊藤菊次 上島正延 登内かず江 小松栄子 石倉昌

子 小松克明 小池 崇  (敬称略・順不同)
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第 I 立早 発掘日誌

伊那市考古資料館にて道りtの 幣備 をするっ

伊那市考古資料館にて道具の整備をする.

伊都市考古資料館から道具を現場へ運搬 し,テ ントを2張 り建てる(

‖′{不 |161イF6サ 12711  口青

日rl不‖61fF 6月 28ロ  ロ青

H′{和 61イド7ナ 14日  晴

‖′{不日61イ117ナ 18日  日青H寺

々憐 テントの中とテント

の周囲を整理・整頓をし,

道具の出入れが安易にでき

るようにする(,

‖F{和 61fF 7サ 112日  曇時

々雨 分布調査的なグリ ソ

ト掘 りを開始するぃ中・近

lll陶 器片が若 F出 土するの

日rイ 利161イ |・ 7ナ 114日  H青‖寺

(曇 分布調査的にグリッ

ト掘 りを実施するぃわずか

に,中 。近 tllの 陶磁器片が

出 11ぃ グリ ントを設定する.

グリ フト設定 |て の中央付近に

とする.

南から北へ A～ R,μЧから束へ 1～ 8と し

方形状の落 ち込みがみられ,ブラン確 Ii忍 に

景

, ‐辺 を2m× 2 nlと する

つとめ, これを第 1'ナ 竪穴

風掘発

‖F{和 61年 7ナ 117日  七き時 |々1青  lt苅 りを実施する.,グ リ ント拠1り を実施する.第 1)ナ 竪穴のフラ

ンf雀 ,i忍 をほぼ終 i´ する.そ れによると方形状のフランで,柱穴が壁外にみられた、llwiリ ドげて行 く

と室町川Iの 陶器片と古銭 (llx平 元宝)が |十l liし た .

H′{和 61年 7サ 11811 日青H寺 々′曇 グリ ァト掘 りを実施する, 本国は久しド́リにЛけれた ・||で あった

ク方までかかって第 1)ナ 竪穴の完掘 をll lぼ終了する.,こ の竪穴内からはf也 に古銭 3枚 が出上した,

うち1枚は洪武通宝で, この竪穴の年代がある程度判別で きた, 火打金の出 11,竪穴の1朽 側へ溝状

の落 ち込みがあり, この確認につとめる.

‖F{和 61年 71119日  襟‖、十々 晴 Hl:|1検 Illさ れた溝状遺illlの フラン確認につとめる.

‖′{和 61年 71121日  曇時 々晴 溝状遺構のフラン確認につとめる.、
この遺構はllLl佃1へ 行くに従っ

て,幅 が広 く,,毒底がやや深 くなっているJこ の遺構は水I11の 中央部付近で落 ち込みがなくな ,て

しまう.,水 田造成時に破壊 されたとみらオ1る .中 llFに よくみられる片筋的遺構ではないか「 溝の ^

吉じ分を掘 りll」 めていくと, tt面近 く|[酉こ石がみ弓れ, このレ′ヾルより|「:鉢サ|‐ と占磁ナキ
‐
が|||11し た

第 1)ナ 竪穴の南側,溝状遺構の周 llllを 拡張 していくと掘立柱群の存杵:が明らかとなってきた

‖rl和 61年 71123日  晴時々生き。雨 第 1'}竪穴のlJti側 を拡張 していくと,竪穴状の落 ち込みがみ
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られ, これを第 1号住居址 とする。

り,見事な光沢を放っていた。第 1

昭和61年 7月 25日  晴

梅雨晴け宣言は出ないが
,

これに近い天気状況であっ

た。第 1号住居址の完掘 を

終 える。掘立柱が西側へ と

広ろがっている。

昭和61年 7月 26日  晴

掘 立柱群の拡張 を東西南北

にわたって実施 していく。

遺物の出土は少なかった。

角状の柱穴も何 力所か発見

された。ところどころに焼

土や木炭の検出が認められ

壁高は浅 く,わ ずかに10cm位 であった。床面はかたく叩いてあ

号竪穴,溝状遺構 の完掘 を終 える。

薇

11事
ト

第 !号 溝 状 遺 構 発 掘 風 景

た。土墳の検出が 1カ 所あった。

日召和61年 7月 28日  晴 掘立柱群の範囲がほぼ把握できた。夕方までかかってこれらの完掘を終

える.11墳の完掘も終える。

昭和61年 7月 19日  晴 第 1号竪穴,第 1号住居址,溝状遺構,掘立柱群,11壊 の清掃を実施 し,

写真撮影をする。

昭和61年 7月 30日 晴 第 1')竪穴,第 1号住居址の平面及び断面実測を終了する。 11墳の平面

及び断面実測を終了する。

昭和61年 8月 1日  晴 溝状遺構の束壁と北壁の断面実測終了。溝状遺構の平面及び掘立建物址

のプラン及びレベル測量を済せる。

昭和61年 12月 ～昭和62年 2月  図面の整理,原稿執筆,報告書の編集, それを印刷所へ送り込む。

1交 i三 を′テう。

H召不Π62年 3月  報告書を刊行する。

(飯塚政美 )
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第Ⅱ章 遺 構
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第 1図 地形及び遺構配置図 (1:500)
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第 1節 住 居 址

第 1号住居址  (第 2図 ,図版 3)

本住居址は南側で第 1号土渡,溝状遺構,東側で第 1号竪穴に近接 して発見された。表土面より

80cm位下ったソフトローム層上面に遺構検出面が存在し,単 なる掘り込みのない掘立柱式住居址で

ぁった。第 2図 に明示したように数多くの柱穴が存在し,こ の柱穴の存在している範囲は極めて堅 く

踏みかためられ,一見するに床面の様態を呈していた。

床面の堅い所はまちまち

であり,従 って住居址の明

瞭なる規模の把握はできな

かった。

西側によったソフ トロー

ム層上面に直径30cm位 で,

多量の焼土が赤々と鮮明な

色 を放って堆積 していた。

これは中世の住居址によく

みられる地床炉の一種であ

ろう。

地床炉の上に火かけ用の

枠 を組み,そ の上に鍋 を懸

けて, 日常生活炊事 をした

ことは想像に難 くない。こ

の付近に杭用の小 ピットの

存在がない点からみて,鉄

鍋 を利用 したとも想像でき

得よう。

＾
∩

へ

Ｑ
Ｑ

切Ｐ５０飴

9甥

③Ч

げご
 ゝ      。|

0                    3m

A' 標高 77822m

床面上から中世砥石及び

室町後期の古瀬戸灰釉仏花

瓶陶器片の出土があった。

従って,室町終末期の掘立

柱式住居址 と判明するのである。

第 2図 第 1号住居址・第 1号土墳実測図

第 2節 竪 穴

第 1号竪穴  (第 3図,図版 3)

本竪穴は溝状遺構の北側,第 1号住居址に近接 して検出され,

-8-
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測定 できる。

ソフ トローム層面を掘 り込み

隅丸方形状の平面プランを呈す

掘 り込み面の組成土は上部から

中部にかけてはソフ トローム層

中部 から下部及び底面はハー ド

ローム層より成 り立 っていた。

壁の状態は全般的に垂直に近

くなっており,部分的にみると

南壁 と西壁にやや凹凸があった

壁高は l m 20cm位 を測定できた。

床面はほぼ平坦で,ゃゃ硬 く

叩いてあり,砂質層面に構築 し

てあった。また,同面上には一

抱 えから拳大程の花間岩や変成

岩が散在 し,表面が焼けて赤 く

変色 したり,炭化物の付着 して

いるのも認められた。

L- H,it:;77 8 . 47 n

」
ｙ

‘■■トーーーーー十‐‐
　
　
Ｐ
．

◎Ч:

Ｅ
ヽ

∞
ミ

拒
継

⑫:♪

0

第 3図 第 1号 竪穴実測図

東壁直下の床面と,西壁直下の床面にはほぼ等間隔に4本の角状の柱穴を,南壁直下の床面と,

北壁直下の床面にはほぼ等間隔に3本の角状の柱穴が穿けられていた。床面上に存在 した角状の柱

穴は10本 であった。

壁外の柱穴は西イ員]だ けに集中していた。覆土中には多量の炭化物と焼土が検出され,炭化物の中

には穀粒‖犬のものも認められた。

遺物としては成平元宝,天聖元宝,洪武通宝の古銭類と,火打金,室町後期古瀬戸灰釉平茶碗 ,

`室町後期古瀬戸灰釉水注,室町後期古瀬戸鉄釉摺鉢,室町後期古瀬戸天目茶碗,室町後期鉄釉鉢が

出土。よって本遺構は室町後期に位置づけられよう。

第 3節 溝 状 遺 構

第 1号溝状遺構  (第 4図 ,図版 4～ 5)

本遺構は今回発掘調査 して検出された遺構の中で最南端部に位置している。溝状遺構は東から西

へやや傾斜 しながら掘られている。従って西側の掘り込み面までは表土面からlm位あり,東側の

それは70cm位 あった。

ソフトローム層面を掘り込んで構築してあり, ところどころで屈曲している。西側は3m位の幅

を,東側は l m 35cm位 の幅を有している。深さは前述 したような形態であるために西側が深 くて約

l m 20cm,東 イ員」が浅 くて60cm位 を掘り込んである。
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全般的には壁面はゆ

るやかな薬石

'T,1犬

を呈 し,

その組成土は上面はソ

フ トローム層,中部か

ら下部 にかけてはハー

ドローム層より成 り立

っていた。底面には大

きな凹凸があり,水 が

流れた時によどみ状 に

なっていたと推測 され

る。このよどみ状 には

多量の砂が堆積 してい

た。底面のところどこ

ろに,硬砂岩,花間岩 ,

緑泥岩,粘板岩が集中

的に敷いてあり,そ れ

のレベルはほぼ一定で

あった。石の大 きさは

大小様々で,焼 けて赤

く変色 したのとか,黒

々と炭化物の付着 して

いたのもあった。

遺物は青磁片,内耳

土器片,皇宋通宝が出

土。本遺構は館 を取 り

囲 く,堀 を兼備 した溝

と推測 される。
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VIl砂層 I(本 |「 力ヽ や 大きい)

V I V17JttH(や やユヽ味がかっている)

VV砂層Ⅲ(黒 味力・Ittめ て強い)

VVIローム層

l耕 Jl

ll地場層(新 しヽヽ水Hiの 地場層 )

Ⅱl lllIPr土 層(黒 褐色Jlで 、やや攪乱土 を含 む)

Ⅳ 地場層(古 い時期の水‖Iの 地 場層 )

V覺舌L土層
Ⅵ 黒褐色土層I(鵬層の赤Jlプロンクを含む )

Ⅶ 黒褐色土 H(砂 を多く含む )

第 4図  第 l号 溝状 遺構 実測 図 (1:80)

第4節 掘 立 柱 建 物 址 (第 5図,図版 2～ 3)

本遺構は第 1号竪穴の東側に発見された建物址であり,そ の大きさは様々な状態である。角状や

円形状,楕円形が主体を成しておる。検出面のレベルがほぼ同一であるために,そ の配列を定型化

することは極めて至難の業と言わぎるを得ない。全般的にみて, 5棟 ～ 6棟の建物の存在が考えら

れるが,そ の一つ,一つの規模等は不明確と言わぎるを得ない。室町初期古瀬戸灰釉水差 し出土。
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第 5図 掘 立 柱 建 物 址 実 測 図





第 5節 土 墳

第 1号土墳  (第 2図,図版 5)

本土疲の南側には第 1号溝状遺構,北側には第 1号住居址にはさまれたかっこうで検出された。

南北75cm,東西65cm位 の規模で,長円形状を呈す。壁高は10cm位 を測り,やや外傾 し,軟弱であっ

た。床面はやや凹凸があり,ややかたくなっていた。遺物は何も出土しなかった。

第Ⅲ章 遺

第 1節 陶 磁 器

今回の調査で出土 した陶磁器類は約80点で,数点を除いて他は断欠品であった。陶磁器の生産地

をみてみると,古瀬戸を含めた瀬戸系が約80%を 占めている。他には美濃系,有 EB系 ,唐津系,あ
るいは中国産系等が含まれていた。出土 した陶磁器の内で陶器類が全体の90%位 を成し,残 りの約

10%が磁器系であった。時代的にみてみると中世陶磁器類,近世陶磁器類とが約半々であった。器

形からみてみると, 日常食器類 (雑器類)が主体を占め,そ の他,祭祀用具,茶道用具,仏事用具

等が含まれていた。ぃづれにしても生活の舞台があったことを推測させてくれるのに好資料である。

口絵 (1)及び第 6図 (5)で掲載したのは掘立柱建物址の―柱穴より出土 した室町初期頃の古

瀬戸灰釉把手付水差 しの完型品である。出土地点については第 5図掘立柱建物址実測図に明示 して

ある。器高 8.5cm,口 縁径 5 cm,底 径 5.5cmを 測る。底部は糸切 り底を成している。

その他の説明については下の第1表を口絵 (1～ 4)の カラー写真及び第6図陶磁器実測図を参

照に して下 さい。

第 1表 出 土 陶 磁 器 一 覧 表

口絵 番号 名 称 。器 型 部分 厚 さ(‰ ) 出土場所 製作時代 備   考

1 古瀬戸灰釉仏花瓶 底 部 第 1号住居址 室町終末期

古瀬戸灰釉平茶碗 口縁部 第 1号 竪 穴 室 町 後 期 第 6図 (3)

古瀬戸灰釉平茶碗 底 部 (7)と 同一個体

古瀬戸灰釉平茶碗 月同 音6

古瀬戸灰釉水注 底 部 第 6図 (4)

古瀬戸鉄釉摺鉢 口縁部

古瀬戸天目茶碗 底 部

古瀬戸鉄釉鉢

中国青磁碗 屋縁
喜[ 溝 状 遺 構 宋 第 6図 (6)

中国青磁碗 月同 音5

古瀬戸天目茶碗 底  部 室町終末期
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口絵 番号 名 称 。器 型 部 分 厚さ(‰ ) 出土場所 製作時代 備   考

古瀬戸灰釉おろし皿 底 部 溝 状 遺 構 室町終末期

古瀬戸灰釉尊式仏花器 グ リ ッ ト 第 6図 (7)

古瀬戸灰釉小皿 第 6図 (8)

古瀬戸灰釉尊式仏花器 月同 音5

瀬戸御深井皿 底 部 18世糸己前半

瀬戸御深井向付 17世紀前半

古瀬戸灰釉おろし皿 口縁部 室町終末期

瀬戸御深井湯呑 底 部 18世紀前半

瀬戸天目茶碗 17世紀前半

古瀬戸灰釉平茶碗 月同 音5 室 町 後期

古瀬戸縁釉皿 口縁部

中国青磁碗 1同  音6 宋

古瀬戸灰釉平茶碗 室 町 後 期

美濃筆洗皿 底 部 19 世 糸己

古瀬戸灰釉壷 口縁部 室 町 後 期

瀬戸鉄釉摺鉢 19 世 糸己

唐津鉄釉小皿 18 世 紀

美濃橘絵皿 底 部

瀬戸丸型湯呑 口縁部 19  t壁   糸己 磁 器

有田笛型湯呑

0                       10cm

第 6図 陶 磁 器 実 測 図
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第 2節 鉄 製 品  (第 7図 )

うなのは第 7図 に掲載 した 3点だけであ鉄製品は残片 も含めれば相当量出土 したが,実測できそ

った。

竪異il」 l憾塩テ[「こ下≧:、≡嚢菫夢: θ
原形    |が顕著であるので,

Ａ

ハ

ーＩ

Ｕ
態は不明であるが,角釘

のように想定 される。

(2)は第 1号竪穴の

出土。全体的には三角形

状 を呈 し,上音6は 丸く,

下音5は ほぼ直線‖犬を呈 し
第 7図 鉄 製品実測 図

ている。腐触の進行度は

少ない。火打金の一種であろう。

(3)は掘立柱建物址より出土、腐触の進行は少なく,割合に原形 を留めている。断面が方形か

らみて, また先端が尖がっていることからみて,何 か工貝的な用途 を有 した鉄製品であろう。

第 3節 古

第 8図 (1)は

第 1号竪穴から出

土した成平元宝で
,

中国北宋時代 998

年から1003年 に鋳

造されている。

銭   (第 8図 )

第 8図 古 銭 拓 影 (1:1)
(2)は第 1号竪穴から出土した天聖元宝で,中 国北宋時代1023年 に鋳造されている。(3)は 第 1

号竪穴から出土した洪武通宝で,中国明初代洪武帝の時,1368年 に鋳造されている。(4)は 第 1号

溝状遺構から出土した皇宋通宝で,中国北宋時代1039年 に鋳造されてぃ'る 。         ∵

第4節 土   器  (第 9～ 10図 )

第 9図 の (1～ 2)は 表面採集によって得られた土器片である。(1)の破片上部には縄文,中部

には幅広ろで,低 い隆帯が横位につけられ, その上に縄文を意匠してある。赤褐色を呈 し,、 少量の

長石,雲母を含み,焼成は中位である。縄文中期中葉の勝坂期の土器片である。     |・  1

口

３

置 5ヨ 里 5己 里 E己 里 ■ 卍 ヨ

=ヨ

Cm
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(2)は破片の外面全体にわたって狭い沈線が無雑作に垂

下している。赤褐色を呈し,焼成は普通で,多量の長石,雲

母を含む。縄文中期の加曽利 E期 である。

第10図 (1～ 2)は 内耳土器片である。(1)は表面採集 ,

(2)は 第 1号溝状遺構より出土している。(1)は 口縁径34。 2

cm,(2)は 底部径33.8cmを 計る。

lr職 1
第 9図 土器拓影

10cm

第10図 土 器 実 測 図

(3)は土師器内黒の杯である。底部は糸切り底となっており,丁寧に作り上げられている。グ

リットより出土。奈良時代終末期のものと思われる。

第 5節 石   器 (第 11～ 12図 )

り]1『|||[il:示像ilF二菫ElittI[il〔碁弊|の
'_ノ

ミ_ i
定形的な石鏃である。精緻な二次カロエが全面に加えられている。(2)~1 1
はやや厚めで,二次加工の荒い石鏃である。脚を作り出した痕跡は全

く認められず完全に三角形鏃の一種であろう。(3)は小豆大程の石英 
第‖図 石器実測図 (1:2)

質の丸石を丁寧に磨 き上げて作成してある。磨き方は石の全面にわたって及んでいる。大きさ及び

全体の形態からみて碁石に使用したのであろう。

第12図 (1～ 3), 5, 7は 砥石である。(1～ 2)は 第 1号住居址,(3)は第 1号竪穴,(5,

7)は グリット内より出土した。 (1～ 3),(5)は砂岩製の石,(7)は 油性の石を用いている。

(1～ 3)は 荒研,(5)は 中研,(7)は仕上研である。(7)は腰に付けた携帯用と思われる。(4)

は短冊形に近い打製石斧である。グリット内より出土し,調整は丁寧である。硬砂岩を用いており
,

形態からみて縄文中期のものである。(6,8)は グリット内から出土した安山岩製の石臼であり
,

双方とも大部分欠損している。(6)は重ね自の下の方で心棒の痕跡が,(8)は重ね石臼の上の方で

側面に回軸用の杭 を差 し込む穴の跡がそれぞれ認められる。

〇
‐０

◆

-16-
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第12図 石 器 実 測 図
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第Ⅳ章 ま と め

昭和61年度県営圃場整備事業 (手 良地区)が手良野口地籍で実施されるに当り,当地区内に存在

する堂垣外遺跡の緊急発掘調査が実施されたわけであるが,中世から近世の遺構 。遺物が検出され
,

整理に時間を費やし,ま た,研究を要する問題及び,極めて困難な点が多く含まれているので,発
掘調査より知 り得た問題点を記し,論を進めていきたいと思 う。

縄文時代の遺物

縄文時代の土器は 2片 出土。そのうち1片は勝坂式, 1方 は加曽利 E式 であった。縄文中期の黒

耀石製の石鏃 2点,縄文中期硬砂岩製の打製石斧 1点 がそれぞれ出土した。

奈良時代の遺物

奈良時代末期の土師器内黒の杯で,糸切 り底を有したのが 1点出土 している。

中世の遺構

今回の発掘調査で中世の遺構 としては住居址 1軒 ,竪穴 1基 ,溝状遺構 1基,掘立柱建物址 5棟
～ 6棟の検出をみた。

住居址一平地式掘立柱を有する住居址である。住居址の中央部付近に焼土が鮮明にみられた。こ

れは地床炉の形態を持ち,付近に小ピットの存在が無いことからみて,鉄鍋を利用したのであろう。

竪穴-2m20cm× 2m35cm位 の隅丸方形状である。床面上にほぼ等間隔で方形状の柱穴が,壁外
の周囲に柱穴が存在 している。床面上の柱穴は束を置き,そ の上に本を並べてころばし床状にした

のであろう。壁外の柱穴は主柱状となり,あ くまでも屋根をかけたのであろう。穀粒状の炭化物の

出土からみて,倉庫的に利用したのであろう。

溝状遺構一本遺構は発掘調査地区の最南端部に検出された遺構である。構築時には上から引水を

利用したのであろう。その後,常 に水をある程度たたえていたとみえて,砂の堆積が多くみられた。

結論的にみて本遺構は館を取 り囲く,堀 を兼ねたものであったろう。

掘立柱建物址一柱穴の配列からみて, 5棟～ 6棟の建物址の存在が認められる。ただ全てが同一

時期とは速断できない。

中世の遺物

石器一砥石 5点 ,石臼 2点の出土があった。

陶磁器一本文の中で詳細に述べてあるのでそれを参照して下さい。

古銭一欠損品を含めて 7点出土 し,全てビタ銭である。内訳は咸平元宝,天聖元宝,皇宋通宝 ,

洪武通宝であった。日本への輸入経路は日宋, 日明貿易によるところが全てであったと思われる。

鉄製品一出土品は相当量あったが,そ のうち主なるものは角釘,火打金,工具等である。

総合的な所見

発掘調査地点では陳関渡 。築陳というような中世の居館に関係 したような小字名が残っている。

発掘調査地域から北西へ約 l km位 行った山項に春日城が存在している。これは物見の城として有名

である。遺跡の所在地が高遠城と箕輪町の福与城を結ぶ交通の要所にあること。水差 し,天目茶碗

など茶道に関連のある出土品の多いこと。青磁等中国産の陶磁器類の出土品のこと。陳関渡といっ

た,関所に関連 した小字名の存在 していること等々を踏まえて考えてみると,通行人の監視を兼ね

た地方土豪,地侍の居館跡と思われる。この居館跡の全盛期は室町中期から戦国時代と出土遺物か

らみて想像できる。「伊那武鑑根元記」によれば戦国時代に野口甚吉が野口地域を統治していたと記

載されている。いづれにしても野口氏に関連する氏族の居館であろう。

室町初期の古瀬戸灰釉把手付水差 しの出土は近 くにある無量寺の阿弥陀如来との関係をも考えて

みる必要が生 じてきた。

-18-
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第 I章 発 掘 日誌

昭和61年 8月 4日  雨時々曇 雨降りだったので,午前10時頃まで,い ままで使用してきた道具

の整備,テ ント内の整理,整頓を行う。遺物を遺構ごとに分類し,整理箱に整r里,保管をする。柄

の抜けた道具に柄 を入れる。

昭不Π61年 8月 5H 晴

第 1号住居址の北側 を精

査 していると,方形状の落

ち込みが三カ所にわたって

みられ,東側のを第 2号竪

クt, 西イ則のを第 2号 1ヒ 居1止

と命名する。第 2号竪穴は

西側で第 2号住居址の周溝

によって切られていた。

H`{不|161118月 911 ‖青

o第 2')住居 tlLス 第 2号竪

穴の掘 リ ドげを実施する.

相当量の室町期古瀬戸系の

陶器片の出土をみた。

第 2号 住 居址 。第 2号 竪穴発掘風 景

‖′{和 61年 8月 Hロ  ロ青 第 2)ナ fし 居よ止, 第 2

‖召和61fF 8ナ 112日  晴 第 2)}fiiた
'Iム

と, 第 2

‖イ{和 61年 8月 13日  日青 第 2)ナ fll居 力と, 構 2

昭和61年 12月 ～H召 和62年 2月  図面の整理 ,

HFl和 62年 3ナ 1 報告書を刊行する.

)ナ 緊穴の全‖1を終 了する

'ナ

竪穴の清掃及び写真撮影をする

シナ竪穴の｀
11面 及び断lrl実減1を 終 J´ する

原稿 lll筆,報告書の編集,そ れを印稲1所へ送る

第Ⅱ章 遺

第 1節 住 居 址

第 2号住居址  (第 1図 ,図版 1)

本住居址は,今 1叫 の調査で検出された遺構群の最北端に位置し,褐色 ll層 の ド輌面に発見された、

覆上は黒褐色 11層 から成り, この層内に炭化物を少量検出した ,検出遺構面までは表 |:面 から約80

cmド が ,た 所であった。南北 3m60cmイ立の規模で隅丸方形状 を'I:す る竪穴住卜:ムLで あった

構

-4-
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標高 77847m

0                   2m

第 l図 第 2号 住 居 址 第 2号 竪 穴 実 測 図

壁は20～ 25cm位 を測 り,全般的に外傾気味で,軟弱であり,と ころどころに凹凸がみられる。構

築地層の基盤は東から西へ傾斜 しているために西壁は存在していなかった。床面は堅く, ところど

ころにlul凸 がみられた。南壁,北壁直下には周溝がみられる。南壁直下のそれは幅広ろで,やや深

く,つ ながっている。それに反し,北壁直下のは幅が狭く, ところどころで途切れていた。南側の

周溝はところどころに屈曲がみられ,北壁のは直線状に連なっていた。

南壁直下に中段がみられ, この一角は特に堅く踏みかためられていた。南束の隅で第 2号竪穴を

わずかのレベル差で切っている。東壁の中央部付近に小さな方形状の出張りがあり,床面の中央部

に向ってやや束から西へ傾斜をしている。柱穴は数多く存在し,そ の配列は床面上で壁に沿ってい

るのが,主流を成 していた。

遺物は室田
]‐終末期の古瀬戸灰釉平茶碗,室町終末期の古瀬戸灰釉おろし皿 ,鎌倉末期の美濃系山茶

碗,南北朝の古瀬戸盤が出土 しているが,後の二片は柱穴址の飛び込みとみてよかろう。従って
,

-5-



、本遺構は室町終末期に属すると思われる。

第 2節  竪   穴

第 2号竪穴  (第 1図 ,図版 1)

本竪穴は北西の一隅で第 2号住居址に切られている。表土層面より80cm位下ったソフトローム層

面を掘 り込んで構築してあり,そ の規模は南北 2m23cm,東西 l m 60cm位 を持 ち,東壁上面は多少

出張 りがあるが,全般的には隅丸方形状を呈している。壁高は25～ 30cm位 を測り,全般的にやや内

傾を呈 し,東壁と南壁はやや凹凸が多い。

床面は大般平坦で,やや堅くなっていた。この竪穴を埋め尽 していた覆土は黒褐色土で,こ の中

に少量の炭化物や焼土を含んでいた。柱穴は周辺に多数存在していたが,本竪穴に附随するかは明

瞭ではない。室町中期頃の陶器片が出土している。

第Ⅲ章 遺 物

第 1節 陶 磁 器

今回の調査で出土 した陶磁器については下の表を一覧して下さい。第 1表出土陶磁器一覧表はロ

絵 2の カラー写真と照合して下さい。

第 i表 出 土 陶 磁 器 一 覧 表

(飯塚政美 )

口絵 番号 名 称・器 型 部 分 厚 さ(‰ ) 出土場所 製作時代 備   考

古瀬戸灰釉平茶碗 口縁部 6 第 2号住居址 室町終末期

古瀬戸灰釉平茶碗

美濃系山茶碗 底 部 5 鎌 倉 末 期

5 古瀬戸盤 月同 音6 南 北 朝

古瀬戸灰釉おろし皿 底 部 室町終末期

-6-



第Ⅳ章 ま と め

大局的な結論は堂垣外遺跡の第Ⅳ章まとめで記述 してあるので,こ こではあくまでも簡略にまと

めておくことにする。

第 2号住居址-3m60cm位 の規模で隅丸方形状の竪穴住居址である。床面上に周溝の残存状態が

良好である。南束の隅で第 2号竪穴を切っている。柱穴の配列は壁に沿って割合に整然となってい

た。

室町終末期の古瀬戸灰釉平茶碗,室町終末期の古瀬灰釉おろし皿の出土。

第 2号竪穴一北西の一隅で第 2号住居址に切られている。 2m23cm× l m 60cm位 の規模で隅丸方

形状,室町中期の陶器片の出土。

堂垣外 B遺跡報告書作製に当っては現場に何度となく来訪され,適切な助言を下さった長野県教

育委員会文化課指導主事の先生方,上伊那地方事務所土地改良課職員一同,地元土地改良区役員の

方々,酷暑の中で汗を流 し直接作業をされた調査団の先生方,作業員の皆様方, さらに出土陶磁器

を快よく鑑定して下さった瀬戸市歴史民俗資料館長宮石宗広氏の各位に対し,心 より感謝の意を表

するものであります。

(飯塚政美)
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